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1. はじめに 
 2011 年 3 月に発生した東日本大震災は，東北地方

を中心に甚大な被害をもたらした．そのような中，

地域における防災への取り組みが自治体の喫緊の課

題となっており，地域の課題解決に ICT を活用する

「ICT を活用した街づくり」が様々な形で進行して

いる[1]．大規模災害発生時は，交通機関の運行状況

やライフラインの状況など，被災地の状況は時々

刻々変化を続ける．したがって，被害を最小限に抑

えるため，もしくは被災者の避難を適切に支援する

ためには，情報をリアルタイムに収集し発信するこ

とが重要である．本研究では，東日本大震災の際，

情報収集の手段として活用された Twitter[2][3]に着

目した．Twitter はライフラインや生活物資に関する

情報といったラジオやテレビでは得にくい情報を得

るために活用され，Twitter 利用者の約 8 割が情報収

集の際に役立ったと回答した調査もある[4][5]．この

ような背景のもと，六瀬ら[6]は Twitter を用いた大

規模災害時情報提供システムを提案した．本研究で

は，六瀬らの研究を参考に，エリア限定型大規模災

害時情報提供システムを提案する．エリアを限定す

ることで，より利用者のニーズに適合したきめ細か

な被災者支援情報の提供が可能になると考えている

（本研究では，神奈川県平塚市，秦野市，伊勢原市，

大磯町を対象エリアとして想定している）．東日本

大震災時の実際のツイートを利用して検証実験を行

い，提案手法の有用性を検証する． 
 
2. Twitter 
 Twitter とは，Web 上で 140 文字以内の短文（ツイ

ート）を投稿し，ツイートを通じてコミュニケーシ

ョンを取るソーシャルメディアのひとつであり，全

世界で 2 億人以上のユーザが利用している．手軽に

利用できることからリアルタイム性の高い投稿も多

く，有益な情報を抽出する試みも多数行われている

[7][8][9]．Twitter には情報を伝えるために必要な

様々な機能が存在する．他のユーザの投稿を自分の

ツイートとして再投稿する公式リツイート，他のユ

ーザの投稿を引用し，必要であれば自分のコメント

を付加した上で投稿する非公式リツイート，本文前

に“@ユーザ名”を付け特定のユーザに向けて投稿す

るリプライ，特定のトピックに関する投稿であるこ

とを明示するため“#キーワード”でタグ付けを行う

ハッシュタグなどが挙げられる． 
 
3. 東日本大震災時のツイート 
 本研究では，東日本大震災発生前後のツイート

（2011 年 3 月 5 日から 24 日につぶやかれた日本語

のツイートの一部，約 2 億 6 千万ツイート）を利用

してデータの解析を行った． 
震災時のツイートには，鉄道をはじめとする公共

交通機関の運行状況や，ガスや水道などのライフラ

インに関する情報，地震や津波による被害に関する

情報が多く含まれている． 
 

4. 提案手法 

4.1. 概要 
提案するシステムの概要を図 1 に示す．まず，Twitter 
API などを用いてツイートを収集する．収集したツ

イートから，設定したエリアの名称等と特定のキー
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ワードを用いて災害情報に関連するツイートを抽出

する．次に，有益なツイートを絞り込むため，不必

要なツイートの削除とキーワードの前後のパターン

を用いたツイートの選定を行う．以上の流れにより

選定されたツイートをユーザに提示する． 
 
4.2. 災害情報に関連するツイートの抽出 
 収集したツイート群から，対象エリアの名称と事

前調査により選出したキーワードを含むツイートを

抽出し，災害情報に関連するツイートに絞り込む．

例えば，道路交通情報に関するツイートを抽出する

場合には「市町村名」と「信号」，「都道府県名」

と「国道××号線」などの組み合わせを利用する．

また，東日本大震災時に首都圏では帰宅困難者が続

出したが，これは主に，鉄道の運休によるものであ

った．したがって，大規模災害時に提供する情報と

して，鉄道の運行状況は欠かせないものと考える．

そこで，本研究では，鉄道の運行情報に関するツイ

ートも抽出対象とした． 
 
4.3. 有益なツイートの選定 

Twitter では膨大な量の情報が流通するため，重複

するツイートや有益な情報を含まないツイートが多

数存在する．また，事前調査により，有益なツイー

トの多くは，キーワードの前後に特定のパターンが

存在することが分かった．これらの事前調査により

抽出されパターンの一例を表 1 に示す． 
 有益なツイートを選定するために，4.2.項で抽出し

たすべてのツイートに対し，以下の条件を適用する． 
 同じ事柄のツイートの重複を防ぐため，公式リ

ツイートを削除する． 
 個人間での安否の確認や，日常的な対話を削除

するため，リプライを削除する． 
 情報を求めるタイプのツイートや情報の真偽

を確かめるツイートを削除するため，文中及び

文末に「?」が付くツイートを削除する．  
 事前調査により抽出したキーワードの前後の

パターン（表 1）を含むツイートのみを抽出す

る． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

表 1 キーワードの前後パターン例 
パターン(前) キーワード パターン(後) 

一部 

停電 

 

 
して 

はして 
なし 

全 

信号 

 

 
消え 
機も 

ついて 
 
 

 
 

図 2 情報提示画面の例 
 
4.4. 情報の提示 
 情報の提示画面を図 2 に示す．ユーザが情報を知

りたい地域と知りたい情報の種類のチェックボック

スにチェックすることにより，関連するツイートが

出力される．本研究では HTML でインターフェース

の作成を行った．実際にはスマートフォンなどの携

帯端末での動作を想定しているため，今後専用アプ

リケーションとしての開発を進めていく予定である． 
 
5. 評価実験 

5.1. 実験方法 
 提案手法の有用性を検証するため，東日本大震災

時のツイートを利用してツイートの抽出実験を行う．

今回は，対象とするエリアを 3 自治体（神奈川県平

塚市，秦野市，伊勢原市）とし，対象エリアの名称

（ツイート収集の際のキーワード）は「平塚」，「秦

野」，「伊勢原」とした．また，鉄道路線の対象は

対象エリア内を走行している「東海道線」，「小田

図 1 システムの概要 

ツイートの取得 

災害に関するツイートの抽出 

有益なツイートの選定 

情報の提示 
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急線」とした．「平塚」，「秦野」，「伊勢原」，

「東海道線」，「小田急線」の 5 分類のツイート群

からそれぞれ無作為に 40 ツイートずつ，計 200 ツイ

ートを選出し， 4 人の被験者に各ツイートが有用で

あるか否かを評価してもらう．  
 
5.2. 実験結果 
実験結果を表 2 に示す．実験結果より約 8 割のツ

イートが有用であると判断された．この結果により，

提案手法の有用性が検証できたと考えられる． 
 

6. 考察 
 4 人中 2 人以上が有益でないと判断したツイート

の中には，非公式リツイートや情報を求めるタイプ

のツイートが多く見られた．非公式リツイートは，

質問ツイートに対し回答する際に利用されることが

ある．今回の実験では，そのようなツイートを収集

するために非公式リツイートの除外は行わなかった

が，非公式リツイートは 15 件中 7 件が有益でないと

判断されたため，今後は除外することも視野に入れ

る必要がある． 
 情報を求めるタイプのツイートは「?」を含むツイ

ートの削除で大半は除外できたが，「?」がつかない

ツイートの中にも情報を求めるタイプのツイートは

存在するため，そのようなツイートへの対処法を検

討する必要がある． 
 今回はエリアを限定する手段として，自治体名（平

塚，秦野，伊勢原），及びそれらの自治体を通る鉄

道路線名（小田急線，東海道線）をツイート収集の

際の検索ワードとしたが，各自治体に存在する駅名

（例えば「東海大学前」，「鶴巻温泉」，「愛甲石

田」など）や施設名（「東海大学」，「大山阿夫利

神社」）などを検索ワードに設定することで，対象

エリアのおいて有益である情報をより多く収集でき

ると考える．駅名や施設名などの検索ワードをエリ

ア毎にデータベース化しシステムに組み込むことは，

今後の検討課題としたい． 
 
7. まとめと今後の課題 
 本研究では，エリア限定型大規模災害時情報提供

システムを提案した．検証実験の結果，有益なツイ

ートの収集が高い精度で行えることを確認した． 
 今後の課題として，エリア毎の検索ワードデータ

ベースの構築が挙げられる．また，デマツイートへ

の対処，扱う情報の種類やキーワードの充実，ユー

ザが迅速に必要な情報を得ることができるユーザイ

ンターフェースの開発などにも取り組んでいく予定

である．さらに，ユーザの現在地や状況，属性に応

じて提供する情報をパーソナライズする方法につい

ても検討していきたい． 
 
 
 
 

表 2 実験結果 
 有益と判断したツイート数 

被験者 A 121 
被験者 B 191 
被験者 C 181 
被験者 D 167 
平均 165 
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